
令和8年度 初任者研修

拠点校指導教員の指導パターン例



令和５年度より拠点校指導教員１人に対して6人を指導するという体制とな
りました。そこで本資料では、指導体制を決定する際の参考となるパターン
例を示しています。

本資料に掲載されているパターンはあくまでも例ですので、それぞれの学
校や初任者に応じて、ご検討ください。

年度初めの初任者研修に関する説明会は、オンデマンド配信（４月１日～
２4日）となります。

まずはじめに必要なことは、

＊拠点校グループの学校間で相談し、指導に行く曜日を確認する
＊初任者の校内研修の一部免除の有無を確認する
＊パターン例を参考にし、指導体制や内容を想定することです。

原籍校の管理職と相談の上、準備を進めてください。
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拠点校指導教員の配置について（令和5年度より）

原籍校
初任者Ａ

原籍校
初任者Ｂ

兼務校①
初任者Ｃ

兼務校③
初任者Ｅ

兼務校④
初任者Ｆ

令和５年度からは拠点校
指導教員１人に対して
６人の指導を実施

じ＊上記の配置校パターンはあくまでも1つの例です。

兼務校②
初任者Ｄ
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拠点校指導教員の配置について（令和５年度より）

パターン①の場合（P４参照）
月～木曜日までの４日間で６人を指導する。
月～木のどれか1日で原籍校の2人を指導する。
                                      （例：対面指導3時間ずつ）
兼務校①、②については、
月～木のどれか1日で、午前・午後移動し、指導する。

（例：対面指導2時間ずつ）
兼務校③、④については、それぞれ一人ずつ1日で指導
する。
原籍校２人、兼務校①②の２人の指導に対する準備まと
めの時間を、金曜日に入れる。

＊あくまでも計画上のことなので必要に応じて指導内容を変更していく。

パターン②の場合（P５参照）
月～木曜日までの４日間で６人を指導する。
月～木のどれか1日で原籍校の2人を指導する。

（例：対面指導3時間ずつ）
兼務校①も月～木のどれか１日で２人を指導する。

（例：対面指導3時間ずつ）
兼務校②、③については、ぞれぞれ一人ずつ1日で指導
する。
原籍校２人、兼務校①の２人の指導に対する準備の時間
を、金曜日に入れる。

＊あくまでも計画上のことなので必要に応じて指導内容を変更していく。

（パターン① ５校兼務）
原籍校（2人配置） １校
原籍校以外

（1人配置） ４校

原籍 兼① 兼③ 兼④兼②

（パターン② ４校兼務）
原籍校（2人配置） 1校
原籍校以外

（2人配置）     1校
（1人配置）     2校

原籍 兼① 兼③兼②
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パターン① ５校兼務
＊原籍校（２人配置）１校、原籍校以外（１人配置）４校

月 火 水 木 金

原籍校
兼務校
①・②

兼務校③ 兼務校④ 原籍校

1 A C

2 A C E F

3 E

4 B E F

5 D

6 B D F

放 A B

※ 拠点校指導教員の週の対面指導時間は２～３時間とし、
表のＡ～Ｆはそれぞれの初任者との対面指導の時間を示す。

移
動

原籍校と兼務校①②の準備まとめ時間が、訪問日だけでは設定できないので、
適宜、金曜日に準備まとめの時間を設定する。（P7～P9を参照） 4



パターン② ４校兼務
＊原籍校（２人配置）１校、
原籍校以外（２人配置）１校、（１人配置）２校

月 火 水 木 金

原籍校 兼務校① 兼務校② 兼務校③ 原籍校

1 A C

2 A C E F

3 E

4 B E F

5 D

6 B D F

放 A B C D

※ 拠点校指導教員の週の対面指導時間は２～３時間とし、
表のＡ～Ｆはそれぞれの初任者との対面指導の時間を示す。

原籍校と兼務校①の準備まとめ時間が、訪問日だけでは設定できないので、
適宜、金曜日に準備まとめの時間を設定する。（P10～P12を参照） 5



右表は、初任者６人に拠点校指導教員１人
が５校兼務する場合の週間スケジュール例
と各校の週時程例です。
※例は、初任者６人を全員「一般初任者」
として作成しています。

【留意事項】
・初任者１人に対して、拠点校指導教員が対面指導
する時間は週２～３時間と考える。（残りの対面
指導は校内指導教員が担当する）

・拠点校指導教員を中心に、校内指導の体制を整え
る。（指導時間の分担、OJTやメンター制の考え
方を校内で共有する）

・午前と午後で兼務校間の移動がある場合には、時
間に余裕をもって移動できるように週時程を計画
する。

・放課後帯を利用して、２人同時に指導することも
考えられるが、授業の１単位時間を超えての指導
にならないように留意する。

・準備まとめの指導時間については、対面指導日に
限らず、金曜日（校外研修日）にあてることも可
とする。

・例には、便宜上セルに色をつけているが、提出用
を同じようにする必要はない。

月 火 水 木 金

原籍校
兼務校
①・②

兼務校③ 兼務校④ 原籍校

1 A C

2 A C E F

3 E

4 B E F

5 D

6 B D F

放 A B

【例】５校兼務（原籍校に２人配置）

メンター制の考え方
拠点校指導教員

・多くの先生が校内指導にかかわる。
拠点校指導教員が、各校のサポート
にまわる。

※A～Fはそれぞれの初任者との対面指導の時間を示す。

移
動

参考：週時程作成について（初任者６人に対して、拠点校指導教員１人配置の場合）
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原籍校

兼務校①

兼務校②

兼務校③

兼務校④



２人同時指導（放課後１コマ分）

週時程作成例（５校兼務）
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週時程作成例（４校兼務）
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２人同時指導（放課後１コマ分）
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２人同時指導（放課後１コマ分）
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